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同期現象(SimultaneousGestural Matching : SGM) は、限られた年齢層や文化に特有の現









































士では一般的とされる 120 ㎝とする[22]（図 1）。 
正面から参加者を撮影する映像一番重要なので、視線ど食事動作のビデオ分析を提供す
るために、ビデオカメラ（SONY  HDR-CX560V 2台）で正面からの参加者の映像を取得し、
Sanyo xacti2000 1 台で横から参加者半身画面を撮影する。正面を撮る映像は解像度は
720 x 480 pix、フレームレートは 30.00fps である横から参加者半身画面を撮影する映
像の解像度は 640 x 480 pix、フレームレートは 30.00fps である。撮影のフォーマット
は MPG4。1回の撮影時間は約 20分である。 
分析にはビデオ分析ツール ELAN4.3.3を使用して、参加者ごとに会話、視線と食事動作
についてラベリングする。ビデオ画面を切り離し、拡大してみる場合、映像の解像度は








SONY  HDR-CX560V の正面からの参加者と皿の映像を取得する。ビデオカメラ（SONY  
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HDR-CX560V）がら皿までに距离は 150cm、参加者までに距离は 160cm。撮る映像範囲は 150cm
～160cm、撮る映像画面のサイズは 160ｃｍx120ｃｍ。正面を撮る映像は解像度は 720 x 480 
pix、毎ピクセルは画面を 0.222センチメートル占めいる。 
Sanyo xacti2000 の撮る映像は机の上に皿と横から参加者を撮影する。ビデオカメラ
（Sanyo xacti2000）がら皿までに距离は 155cm、参加者までに距离は 165cm。撮る映像範
囲は 155cm～165cm、撮る映像範囲は 155cm～165cm、撮る映像のサイズは 160ｃｍx120ｃ






SONY  HDR-CX560Vの解像度は FX 1920 x 1080  pix（60.00fps）と FH 1920 x 1080 
pix（60.00fps）この範囲でも適用。でものこ解像度は保存のサイズは重いがら、分析す
るのに都合よくない。 



























SONY  HDR-CX560V 2台(被験者の正面を撮る) 
撮影する画像の比率：4:3  
解像度 720 x 480 STD 
フレームレート 30fps  
カメラマイク オート 
 
Sanyo xacti2000 1台（横から参加者全身画面を撮影する） 
撮影する画像の比率：4:3  









ーム表示機能を持つ Microsoft LifeCam HD5000 を 2台使用し、ノート PCは DELL LATITUDE 
D630 を 2 台使用する。横から参加者を る映像の解像度は 720 x 480 pix、フレームレー
トは 30fps。後参加者の斜め後ろから参加者の全身とディスプレイの画面を撮影する映像
の解像度は 640 x 480 pix、フレームレートは 30fps。 
1回の撮影時間は約２０分である。 
画面の人物像に重ならず参加者同士の視線と大きく外れない位置から解像度 640×480 
pix の USB カメラで参加者の正面の映像を取得し、それを PC でフルスクリーン表示した
画面を相手側のディスプレイに表示した。映像の表示サイズは 827.3mm×620.5mm、解像
度は 1024×768 pix、フレームレートは 30fpsであった。ピクセルは画面を 0.081センチ
メートル占めいる。表示する人物の映像は等身大映像とし、参加者同士の距離を対面共食
と同じように 120㎝とするために、画面と参加者の距離を 120㎝とした。全条件で参加者




640 x 480  pix以上の設定が妥当。それから、ビデオカメラ撮る映像は解像度は 640 x 480 
pix以上の設定する。 
SONY  HDR-CX560Vの横から参加者全身画面を撮影する。撮る映像範囲は 140cm～170cm、






クセルは画面を 0.222センチメートル占めいる。（図 4） 
Sanyo xacti2000斜め後ろから参加者の全身とディスプレイの画面を撮影する映像は補
助分析影像とする。撮る映像範囲は 100cm～200cm、撮る映像のサイズは 160ｃｍx120ｃｍ。
正面を撮る映像は解像度は 640 x 480 pix、毎ピクセルは画面を 0.25センチメートル占
めいる。 
SONY  HDR-CX560Vの解像度は FX 1920 x 1080 pix（60.00fps）と FH 1920 x 1080 pix
（60.00fps）この範囲でも適用。でものこ解像度は保存のサイズは重いがら、分析するの
に都合よくない。 
SONY  HDR-CX560Vの撮る映像は 140cm～170cm範囲内に、解像度は FX 1920 x 1080 pix
（60.00fps）と FH 1920 x 1080 pix（60.00fps）この範囲でも適用。Sanyo xacti2000
の撮る映像は 100ｃｍ～220ｃｍ範囲内に、FHR 1920 x 1080（60.00fps）、FH 1920 x 1080 
pix（60.00fps）、この範囲でも適用。でもこの解像度はで保存のサイズは重いがら、分析
するのに都合よくない。横から参加者の上半身を撮影する映像は完全に、まだ、分析ビデ
オの人物のサイズは適当。練習実験を通ってくる、SONY  HDR-CX560V と片側の距离は
100cm、机の短い辺と夾角は 60°。斜め後ろから参加者の全身とディスプレイの画面を撮


























テレビ：Pioneer PDP-504 CMXと NEC LCD-V462 
Pioneer PDP-504 CMX液晶：50型  
映像入力 １チャンネル  





NEC LCD-V462液晶： 50型  







Microsoft LifeCam HD5000   2台(被験者の正面を撮る) 
有効画素数 400 万画素  
最大フレームレート 30fps  
幅 x高さ x奥行 39x91x45 mm 








映像伝送ノート PC：は DELL LATITUDE D630を 2台 
CPU Core2Duo T7100 1.8GHz 
メモリ 2048MB  
HD 80ＧＢ 
OS Microsoft Windows 7  
USBポート４ポート USB2.0 対応 
 
映像伝送ソフトウェア：Debut Video Capture Software(有料ダウンロード) 
 
撮影機器： 
SONY  HDR-CX560V 2台（横から参加者を撮影する）, 
撮影する画像の比率：4:3  
解像度 720 x 480 STD 





解像度 640 x 480 
フレームレート  30fps 
音声伝送： 
スピーカーNEC  SP-RM2  2台 
定格出力 15W  
インピーダンス 8 ohm 
 
マイク： 
被験者のえりにピンマイクをつける 直流バイアス式コンデンサー型マイク SONY 
ECM-719 2台 
周波数: 100Hz-15kHz 
電池型番 LR44  
体積： 6.2 x 3.8 x1.1 

















映像は MPG、対面共食場面に被験者の正面を撮る映像は解像度は 720 x 480 pix、横から
参加者全身画面を撮影する映像の解像度は 640 x480 pix。遠隔共食場面に被験者の正面
を撮る映像の解像度は 640 x480 pix、横から参加者を撮影する映像の解像度は 640 x480 
pix、参加者の斜め後ろから参加者の全身とディスプレイの画面を撮影する映像の解像度




















り離し、拡大してみる場合、映像の解像度は 640 x 480 pix 以上の設定が妥当。フォー



































対面と遠隔食事中食事行動タグ付する。本研究はに Home position （Ho）：「食事に関
与していない状態」、Hold tableware before eating （Htb ）：「食物を取ている状態」、
Hold foods（Hf）：手に持った「料理を保持している状態」、Eating （E）：「料理を口に入































































































































































通常の発話 あいづち フィラー 笑い 沈黙
**































表 3 対面と遠隔環境発話衝突が総会話役割 
環境 データ量 総会話数 発話衝突数 総会話数に役割 
対面 20（ペア） 1726（回） 17（回） 5.00％ 








通常の発話 あいづち フィラー 笑い 沈黙
***





















表 4 対面と遠隔環境発話衝突が頻度 
環境 データ量 時間 発話衝突数 発話衝突頻度 
対面 20（ペア） 100（分） 17（回） 0.17 



























表 5 対面と遠隔環境発話衝突が頻度 
環境 データ量 総会話時間 発話衝突時間 
総会話時間に役
割 
対面 20（ペア） 3329.63（秒） 62.19（秒） 1.87％ 
























**p<0.05     ***p<0.01














































































































図 13 対面と遠隔環境交替潜時の長さ 
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類し、それぞれ<partner>、<partner’s food>、<own food>、<other>とタグ付した。。 
5.1 対面と遠隔視線平均長 
 














































自分の食事 相手 相手の食事 その他
対面 遠隔
**






























































自分の食事 相手 相手の食事 その他
対面 遠隔
***









図 15 対面と遠隔環境視線の頻度の図 
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本研究はにHome position （Ho）：「食事に関与していない状態」、Hold tableware before 
eating （Htb ）：「食物を取ている状態」、Hold foods（Hf）：手に持った「料理を保持し













































































き順位和検定を行ったところ、口から手を下ろしている状態（ N=20, z= 2.60 , p<0.01 ）















































































Hold foods Eating DrinkingHold drink
対面 遠隔 **p<0.05     ***p<0.01
*** ***






















































Hold foods Eating DrinkingHold drink
対面 遠隔 **p<0.05     ***p<0.01
***




















































































































Hold foods Eating DrinkingHold drink




















和検定を行ったところ、手に持った「料理を保持している状態」 （ N=20, z= 3.90 , p<0.01 ）















Hold foods Eating DrinkingHold drink















図 19 対面と遠隔環境に食事動作同調頻度の図 
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項目 対面 遠隔 検定の結果 
1 食事を楽しむことができた 5.8 5.4 n.s 
2 食事をしやすかった 5.9 5.6 n.s 
3 相手の食事の様子が分かりやすかった 5.9 5.6 n.s 
4 相手の食事の進み具合が気になった 4.1 4.3 n.s 
5 会話を楽しむことができた 6.3 5.8 *** 
6 会話をしやすいと感じた 6.1 5.0 *** 
7 相手の言っていることがよく分かった 6.5 6.0 *** 
8 自分が言っていることが相手によく伝わったと思
う 
6.2 5.7 *** 
9 頻繁に発言していたと思う 4.7 5.0 n.s 
10 発言が短かったと思う 4.0 4.2 n.s 
11 沈黙が短かったと思う 5.3 4.5 *** 
12 話者が頻繁に替わったと思う 4.1 4.3 n.s 
13 頻繁に発言するようにした 3.7 4.2 * 
14 発言を短くしようとした 3.0 3.1 n.s 
15 長い時間沈黙しないようにした 4.3 4.5 n.s 
16 交互に話そうとした 5.2 5.3 n.s 
17 話し始めるタイミングがよく重なったと思う 3.3 3.1 n.s 
18 自分の手元をよく見ていたと思う 4.2 3.7 n.s 
19 相手の顔をよく見ていたと思う 5.3 4.9 ** 
20 相手の手元をよく見ていたと思う 3.8 3.6 n.s 
34 
 
21 映像がはっきりしていた 5.5 5.0 n.s 
22 音声をはっきり聞き取ることができた 5.8 4.7 *** 
*:p<0.1, **:p<0.05; ***p<0.01 
 
表 13自由記述による回答 
条件 コメント  
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